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今
年
度
も
50
を
超
え
る
定
期
利
用
団
体

が
昼
・
夜
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

  

現
在
の
建
物
を
利
用
で
き
る
の
は
今
年

度
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
紹
介
し
た
団
体
は
、

新
し
い
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

  

あ
な
た
も
一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
活
動
団
体
の
紹
介

囲碁将棋愛好会活き生きクラブあまつ乙女ア･カペラヴォカリーズ
歌うことが
好きな人なら
大歓迎!

第2･4土曜日 午後7時～9時半

百人一首を読み､
かるたとりを
楽しむ

第2月曜日 午後1時～4時半

操体法とロコモ予防

中高年の健康と

生きがいづくり

第1～4火曜日 午前10時～12時 毎週火･土曜日 午後1時～5時半

楽しくすごし
ませんか？
初心者ＯＫ

楽しく歌います

第1･3金曜日 午後1時半～3時

小学生から
大歓迎！

外国人講師と話してみませんか？

Nice to meet you.

第1～4水曜日 午後7時半～9時

コーラスは楽しい！

ステキにハモったときは

身も心も最高です！

一緒にハモりませんか？

第1～4木曜日 午後1時～3時 第2･4火曜日 午後7時半～9時20分

魅力は素朴にして
純粋な音色と響き
に尽きます

年1回はコンサートを
開こうと思って
います
一緒に練習
しませんか！

毎週土曜日 午後7時半～9時

小学生以上対象、
基本的な作法を
身につけながら
楽しむ

第2土曜日 午前9時～12時

ワクワクする
写真を撮る
“コツ”を
学び合いませ
んか？

第1火曜日 午後7時～9時半 第2･4水曜日 午後7時半～9時

手具３Bを使って
(ベル･ベルダー･ボール)

音楽に合わせ
踊ったり

体操をします

40歳以上対象

心身の機能維持と

向上が目的

第2水曜日 午後1時半～3時半

手話のコミュニケーションの

楽しさを一緒に味わって

みませんか！

第1～4金曜日 午後7時半～9時

四季折々の花鳥風月などを

肌で感じながら

五七五に

してみませんか？

第2土曜日 午前9時～12時

生花の持つ美しさをそのままに

押し花の楽しさを

追及しています

ぜひ一緒にやりましょう！

毎週月曜日 午後6時半～9時半

毎年楽しみにしているのは

こすど蒼丘の里の秋祭りと

十日町小唄の全国大会への

出演です

第1･3土曜日・第4金曜日
 午後7時半～9時20分

第1～4火曜日 午前10時～12時
第3月曜日 午後1時～3時

日本伝統の和紙の味わい

すぐ作品が作れます

どなたも大歓迎！

第1･3･4火曜日 午後7時～9時

心穏やかに集中力を鍛え

美文字(漢字・古典実用文字)

に挑戦しています

誰でも

気軽に楽しめる楽器です

いつでも遠慮なく

のぞいてください

第1～4月曜日 午前9時～12時

楽しみながらゆっくり学習

第1･3水曜日 午前9時～12時

楽しい曲にのって

軽く動けば

身体も心も

リフレッシュまちがいない！

第1･3金曜日 午後7時半～9時20分

踊り好きな人、
体を動かすこと
が好きな人歓迎

第2水曜日 午後7時～9時

川柳三要素…
うがちをベースに
軽みという技術が
加わりおかしみを
生む

毎週日曜日 午前9時～11時半

あなたの作品を自宅に飾ると

素敵ですよ！

思い切ってやってみませんか

第1･3金曜日 午後1時～3時

水彩画の学習を
通じ教養を高める

オカリナ奏麗コールあじさい英会話歌いません科

小須戸写真クラブ子ども茶の湯小須戸クラシックギタークラブ

押し花の会 小須戸川柳会小須戸俳句同好会小須戸手話サークルWITHなごみの会

てまりの会しゅんこう和紙ちぎり絵小須戸民謡愛好会小須戸吹奏楽団

民謡保存会

能面打ちを楽しむ会

パレットこすどレクあじさいパソコンサークルABC小須戸大正琴愛好会

サークルひまわり

第1～4木曜日 午後1時～3時

第2金曜日 午前10時～12時

あなたもご一緒に !
あなたもご一緒に !
あなたもご一緒に !
あなたもご一緒に !
あなたもご一緒に !
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大
屋
根
の
瓦
ふ
き
替
へ
花
の
寺     　
　

 

馬

場

綾

子

新
調
の
鋏
切
れ
味
風
光
る　

        　
　

風

間

幸

子

手
を
翳
す
父
の
姿
や
土
手
青
む　
　
　

    

熊
倉
ひ
ろ
む

下
萌
や
萌
え
出
づ
る
音
あ
り
な
し
や　

    

須
藤
恵
美
子

余
生
な
ど
吾
は
知
ら
ざ
り
草
萌
ゆ
る　
　
　

丸

山

草

雨

嫋
々
と
昭
和
歌
謡
に
悲
し
み
が　
　
　
　
　

笠

原

工

嗣

明
け
そ
む
る
闇
に
辛
夷
の
花
白
し　
　
　
　

渡

辺

信

子

　
　
　
　就

活
に
安
売
り
し
て
る
自
尊
心　
　

      

能
登
と
し
お

元
ミ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
薄
着
カ
イ
ロ
貼
る    

増

井

都

留

老
い
て
な
お
過
去
の
栄
光
捨
て
ら
れ
ぬ　
　

会

田　

修

プ
ラ
イ
ド
の
高
い
人
に
は
距
離
を
お
き　
　

保
科　

志
枝

　
　
　
　
　
　

ふ
と
見
れ
ば
眼
鏡
を
か
け
て
ぺ
ン
を
持
つ

　
　
　

吾
娘
も
五
十
路
の
半
ば
と
な
り
ぬ　

高
橋　

キ
ヨ

春
う
ら
ら
風
も
な
い
の
に
桜
散
り

　
　
　
　
　
　
　

あ
た
り
一
面
花
筵
か
な　

玲　
　
　

泉

〈プライド〉
川  柳

〈公募〉
短　歌 俳　　　　　句

か
わ
ら

は
な
む
し
ろ

は
さ
み

か
ざ

も
え

も

じ
ょ
う
じ
ょ
う

こ　

ぶ
し
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電話番号を明記し、５月20日（火）までに小須戸地区公民館へ。
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

「
今
「
今
、
子
ど
も
た
ち
は
」

子
ど
も
た
ち
は
」

 

シ
リ
ー
ズ

「
今
、
子
ど
も
た
ち
は
」

　　

目
の
前
の
山
々
の
新
緑
に
満
開

の
桜
の
色
が
映
え
、
整
備
さ
れ
た

舟
戸
公
園
と
遊
歩
道
、
矢
代
田
駅

を
行
き
来
す
る
電
車
を
一
望
に
見

渡
せ
る
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
に

矢
代
田
保
育
園
は
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
ケ

月
。
新
し
い
環
境
の
中
で
子
ど
も

に
と
っ
て
も
、
保
護
者
に
と
っ
て

も
う
れ
し
さ
と
緊
張
の
連
続
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
お
家
の
方
と
離

れ
際
泣
い
て
い
た
子
も
、
少
し
ず

つ
少
し
ず
つ
自
分
の
安
心
で
き
る

居
場
所
や
遊
び
を
見
つ
け
、
友
達

や
保
育
士
と
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
さ
っ
き
ま

で
あ
ん
な
に
泣
い
て
い
た
子
が
「
バ

　

四
月
十
三
日
（
日
）
小
須
戸
小
学

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催

の
「
小
須
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

よ
く
晴
れ
た
気
持
ち
の
良
い
日

曜
日
の
早
朝
、
小
須
戸
中
学
校
の

生
徒
や
地
域
住
民
等
二
百
六
十
人

の
参
加
者
が
親
水
公
園
に
集
合
し
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
一
台

分
の
粗
大

ご
み
や
、

空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
お

弁
当
の
ご

み
な
ど
を

一
時
間
か

け
て
拾
い

集
め
ま
し

た
。

イ
バ
ー
イ
！
」
と
電
車
に
手
を
振

る
姿
は
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

さ
ら
に
地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か

い
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
保
護
者

と
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
担
え
る
よ
う
保
育
を
す

す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲今年もみんなでじゃが芋植え。
　「おいしいおいもにな～れ！」

新
し
い
園
生
活
が
ス
タ
ー
ト

    

矢
代
田
保
育
園

　認定を記念してのまち歩きが開催されます。

　ぜひこの機会に小須戸の風情ある町並みや歴史を学びながら小路

などを歩いて小須戸の良さを再発見しませんか。

日　時　第１回　５月25日（日）　第２回　５月28日（水）

　　　　いずれも午前10時～11時30分（雨天決行）

集　合　「町屋ギャラリー薩摩屋」

参加費　無　料　　　　　　申込み　不要　直接おいでください。

問合せ　ＴＥＬ ０９０－６１９９－３２９１（村井）

主　催　小須戸小学校区コミュニティ協議会

開 催 日　　７月12日（土） 雨天決行　　　　　　　

行 き 先　　尾瀬ヶ原【鳩待峠⇔東電小屋】（群馬県、新潟県）　　

集合場所         小須戸出張所前、秋葉区役所駐車場奥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受付時間　　両場所とも午前２時10分～

出発時間　　小須戸出張所 午前２時30分、秋葉区役所 午前２時40分

帰着時間　　午後９時頃

定　  員　　45人（中学生以上）

参 加 費　　5,500円（交通費、保険料ほか）

申込期間　  ５月19日（月）～６月13日（金）

　　　　　  参加費を添えて申し込んでください　

申込・問合せ  秋葉区地域課文化・スポーツ係

　　　　  　ＴＥＬ（直通）０２５０－２５－５６７１

主　  催　  新潟市スポーツ推進連盟秋葉区協議会




小須戸の町並みが小須戸の町並みが 新潟市文化遺産に認定新潟市文化遺産に認定小須戸の町並みが 新潟市文化遺産に認定

▲中学生も参加したクリーン作戦

地
域
を
も
っ
と
き
れ
い
に

地
域
を
も
っ
と
き
れ
い
に

小
須
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

小
須
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

地
域
を
も
っ
と
き
れ
い
に

小
須
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦



 秋葉区民ハイキング参加者募集 

　

市
内
の
65
歳
以
上
の
方
が
、
介
護
施
設
な
ど
で
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
介
護
予
防
の
事
業
で
す
。

活
動
時
間
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
、
年
間
最
大

で
５
、０
０
０
円
の
交
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

五
月
三
日
、
秋
葉
区
総
合
体
育
館
で
平
成
二
十
六
年
度
の
秋
葉
区
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
秋
葉
区
内
対
象
者
は
七
百
四
十
五
人（
昨
年
度
は
六
百
三
十
九
人
）で
、
そ
の
う
ち
小
須

戸
は
百
六
人
（
昨
年
度
は
百
二
人
）
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
二
人
の
方
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
活
動
場
所…

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
。

◇
活
動
内
容…

入
所
者
等
へ
の
お
茶
出
し
や
お
話
相
手
。

　
　
　
　
　
　

施
設
行
事
等
の
補
助
。
芸
能
披
露
な
ど
。

◆
説
明
会
の
ご
案
内
◆

　

日　

時…

５
月
28
日

（水） 

午
後
１
時
半
～

 
 

場　

所…

小
須
戸
地
区
ふ
れ
あ
い
会
館

　

※

説
明
会
は
毎
月
開
催
。

◎
問
合
せ
先

　

秋
葉
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
担
当　

皆
川
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
０
ー
24
ー
８
３
７
６

「
元
気
力
ア
ッ
プ
・

「
元
気
力
ア
ッ
プ
・

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ご
案
内

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ご
案
内

「
元
気
力
ア
ッ
プ
・

「
元
気
力
ア
ッ
プ
・

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ご
案
内

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ご
案
内

「
元
気
力
ア
ッ
プ
・

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ご
案
内

65
歳
以
上
の
方
の
社
会
参
加
活
動

　

新
潟
市
と
合
併
し
て
十
年
目
、

こ
の
間
、
秋
葉
区
役
所
や
江
南
区

役
所
・
本
庁
の
市
役
所
勤
務
を
経

て
、
小
須
戸
出
張
所
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
時
の
役
場
庁
舎
は
取
り
壊
さ

れ
、
少
し
寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
慣
れ
親
し
ん
だ
地

元
は
人
の
温
か
さ
や
豊
か
な
自
然

が
あ
り
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

現
在
、（
仮
称
）
こ
す
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
中
で
、

皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
と
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
二
十
七
年
四
月
に
は
建
物
も
完

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
わ
け
で
す
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
大
人
に
な
っ
た
実
感
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
し
い
て
言
う
な
ら
お
酒
を
堂
々
と
飲
め
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
現
在
、
看
護
学
生
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
学
生

を
や
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
両
親
や
先
生
、
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ
う
し
た
方
々
に
恩
返
し

で
き
る
こ
と
は
、
看
護
師
に
な
り
、
多
く
の
人
々
の
命
を
助

け
、
支
え
に
な
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、
将
来
は
救
急
医
療
の

最
先
端
で
人
々
を
救
え
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
し
、
出
張
所
の
行
政
機
能
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
・
公
民
館
機
能
・
健
康
福

祉
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
窓
口

と
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
お
い
で
い
た

だ
け
る
、
出
張
所
業
務
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
職
員
一
同

安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

九
年
ぶ
り
の
小
須
戸
勤
務本 望 博 行 さん

小須戸出張所長

丸 

山 

由 

希 

さ
ん

（
新　

保
）

（
矢
代
田
）

武 

沢 
卓 

朗 

さ
ん

おはなしのせかいへ

５月の予定　５月17日（土） 

６月の予定　６月21日（土)

おはなし　「小ギツネのライオンたいじ」

え ほ ん　「ちびはち」　「ゆかいなかえる」

毎月第３土曜日午前10時30分から開催

会場：小須戸地区公民館会議室

【読み手語り手】おはなしぽけっと

い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間
入
り

新
成
人
の
抱
負

二
十
歳
の
抱
負

　

私
は
一
月
に
二
十
歳
と
な
り
、
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
二
十
歳
と
な
っ
た
現
在
は
、
大
学
三
年

生
と
な
り
社
会
福
祉
の
分
野
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
成
長
で
き
た
の
は
、
両
親
を
は
じ
め
家
族
や
友
人
な
ど
多

く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
は
ま
だ
学
生
で
あ

る
た
め
、
両
親
に
頼
っ
て
し
ま
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
目
標

で
あ
る
国
家
試
験
合
格
の
た
め
に
勉
学
に
励
み
、
卒
業
後
、

社
会
人
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
で
親
孝
行
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

支
え
て
く
れ
る
周
り
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

成
人
を
迎
え
て

日時：５月20日(火）午前９時30分～11時
会場：小須戸地区公民館献血にご協力を


